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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学（3802） 
キーワード：緩和ケア、ソーシャルワーカー 
 
１．研究計画の概要 

本研究では、緩和ケアにおけるソーシャル
ワークに関する国内外の先行研究レヴュー
を行い、緩和ケアソーシャルワークの今日的
課題を整理した上で、緩和ケア施設における
ソーシャルワーカーの支援機能を明確にす
ることを目的とした質的研究である。これま
での研究蓄積により、「生きる」こと、生活
を重視した緩和ケアにおいて死後の準備と
しての生前契約の可能性について探ること
も本研究の課題である。 
 
２．研究の進捗状況 

2009 年度までに計画通りの先行研究レヴ

ューと調査研究が進行している。特に文献研

究により、緩和ケアにおけるＳＷの不明瞭な

専門性により終末期の患者・家族への支援機

能を十分に果たせていない状況が明らかと

なった。ＳＷに対する調査により、緩和ケア

現場でのＳＷの役割機能のあいまいさの表

出をつかんだ。 
海外における緩和ケアでのＳＷのケアチ

ーム内での役割についての研究も進行中で

あり、緩和ケア患者・家族に対する生前契約

の機能についての国内・国外の意識の差異を

捉えることができつつある。 
 
 
３．現在までの達成度 
本研究は、おおむね順調に進展している。

先行研究レヴューを持続しつつ、実証的デー

タを蓄積している。緩和ケア施設のＳＷへの

聞き取り調査を実施・質的分析の進行中で、

緩和ケアチーム内でのＳＷの役割の検討を

実施する。 
 

４．今後の研究の推進方策 
質的分析を継続し、緩和ケアにおけるソー

シャルワーカーの役割とその機能を検討す
る。ＳＷが「死」に携わる意義と緩和ケアに
おける「生」重視のソーシャルワークに関す
る研究の深化を図る。 
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⑫滝口真，「ソーシャルワークにおけるキリ

スト教福祉の意義について－聖書に基づく
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